


数字で見る小美玉市①
総人口 ５０，８８４人

65歳以上人口 １４，６０８人 28.7％

75歳以上人口 ６，４９１人 12.8％

90歳以上人口 ７５３人 1.5％

内 容 人 数 対人口割合

要介護認定者数 ２，１０９人 4.1％

要支援者 ２７９人 0.5％

要支援者のうち
サービス利用者数

１８１人 1.7％

2令和２年３月１日現在



数字で見る小美玉市②
市 小 川 美野里 玉 里

人 口 ５０，８８４人 １７，２６４人 ２５，６１２人 ８，００８人

世帯数 ２１，１１１世
帯

７，２９３世帯 １０，４５７世帯 ３，３６１世帯

面 積 140.21km2 62.98km2 61.90km2 15.33km2

中学校 ４校 ２校 １校 １校

小学校 １１校 ４校 ４校 ３校

行政区数 １２０区 ５１区 ５０区 １９区

ふれあい
いきいきサロン ５４サロン １７サロン ２０サロン １７サロン

3令和２年３月１日現在
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資料：佐倉市
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助け合い・支え合いの地域イメージ図

今まで 友人・隣人との交流

専門職サービス
はあるけど・・・

これまでの地域との
つながりは疎遠に？

一緒に運動・体操

友人・隣人との
“お互いさまの助け合い”

これから

ご近所からボランティア、
専門職までみんなで支える

専門職サービス

一緒に外出
（買い物など）

お掃除のお手伝い

ご近所同士で
茶話会

おかずのおすそ分け
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お隣さん元気かな～ゴミ出し、電球
交換しますよ！
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小美玉市全域（第１層）と日常生活圏域（第２層）の関係性について

＜市全域＞
●第1層協議体

●市全般の協議・方針決定
など

＜日常生活圏域＞
●第2層生活支援コーディネーター支援

●第2層協議体運営支援

＜地域・地区＞
●第2層をさらに細分化した地域

●地域課題に応じたサービス開発
●個別課題相談・連絡調整 など

小美玉市全域を「第1層」、日常生活圏域（各地域包括支援センターの担当区域）を「第2層」とする

第１層（市全域）

玉里圏域

小川圏域

美野里圏域

（地域）

第1層
（市全域）

20

第2層
（日常生活圏域）

地 域
（行政区等）

（地域） （地域） （地域）

（地域）
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老人ホーム社 協

あなたの地域の情報を
お待ちしております

困ったときは
お互いさま
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老人ホーム



１９６５年
「みこし型」

２０２５年
「騎馬戦型」

２０５０年
「肩車型」

６５才以上１人を支えるのに、２０～６４才の割合は…
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助け合い・支え合いの地域イメージ図

今まで
友人・隣人との交流

専門職サービス
はあるけど・・・

これまでの地域との
つながりは疎遠に？

一緒に運動・体操

友人・隣人との
“お互いさまの助け合い”

これから

ご近所からボランティア、
専門職までみんなで支える

専門職サービス

一緒に外出
（買い物など）

お掃除のお手伝い

ご近所同士で
茶話会

おかずのおすそ分け

9



ふたつ目は
「よい人間関係
にある」こと

ひとつ目は
「健康寿命を
延ばす」こと
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家族・友人・地域とよくつながって
いる人ほど幸せで、身体的にも健康
かつ長生きする

50歳で幸せな人間関係にいた人が、
80歳になっても健康だった

何かあったとき、本当に頼れる人が
いると感じている人の記憶ははっき
りしている

ハーバード大学 成人発達研究「史上最大の幸福調査」1938年から75年にわたる追跡調査
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ふれあい・いきいきサロン
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お隣さん元気かな～

ゴミ出し、電球
交換しますよ！
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老人ホーム
社 協

あなたの地域の情報を
お待ちしております

困ったときは
お互いさま
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今の時代、地震や台風、大雨などの自然災害、
病気、事故、家族の介護など、自分の身が

いつどうなるかわかりません。

そんな時、みなさんが暮らす地域でささえあい、
助け合いができる社会は、自分のため
でもあるのではないでしょうか。

そのためには、日頃から地域の中で
顔なじみの関係やつながりをつくっておく
ことが大切です。

「困った時はお互いさま」そんなふうに思える
地域を一緒につくっていきませんか。
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